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副会長挨拶 

『京セラ創業者の稲森和夫講演から』 

副会長 山崎勝彦 

本日はこのような機会を与えてもらった会長にお

礼を言うべきなのでしょうか、先ずは委員会報告もか

ねて挨拶を続けさせて頂きます。 

今まで受付にて皆さんの検温をさせていただいて

おりましたが、入り口右にある５０インチのモニター

は検温機能付きですので次回例会から各自その前

を向いて自己管理にてお願いいたします。 

 それでは本題に入

ります、京セラ創業者

の稲森和夫さんは、皆

さんもよくご存じでしょ

う。その講演を聞いた

ことがある人は頷てい

ただけると思います

が、「まるでお坊様の

説法に他ならない内容

である」と感じました。 

 話は中国唐の時代、白楽天という詩人がいました。

当時江西省知事であった白楽天はどうしても会いた

かった仏教で名高い道林禅師を訪ねた時、禅師に

「仏教とはどんな教えですか」と尋ねると「悪いことを

しないで、良いことを実行して自らの心を清くするこ

とです」と答えた。「そんなことは３歳の幼児でも知っ

ている」と嘲笑した白楽天が、「３歳の子供でも知っ

ているかもしれないが、８０歳の老人ででも行う事は

難しい」と一喝された話は有名ですが、私は仏教を

ロータリーに置き換えても同じ解答だと思います。 

何事でも同じですが、凡に徹して非凡に至る道は

厳しいものだと思いますが、今のような不透明な時

代ほど原点に戻って本質をとらえ直すことが大切で

す。自己の行動を支える規範を強く持ち迷うことなく、

自ら決断し実行していかなければならないと思ってい

ます。「なんだそんな当たり前のことか」と言う様な事

でも、忠実に実行し続けけるとなると至難の業です。 

 私たちは少しでも奉仕の理想にちかづくように、

歩き続けるしかないのかなとおもうところです。 

◇幹事報告◇ 
【連絡事項】 

１．今週末の土曜日３月６日はＩＭがあります。よろし

くお願いします。 

２．ライラの開催日の連絡が来ました。今年の９月２５

日２６日です。開催案内を。回覧いたします。 

【受領文書】 

１．財団ニュースが届きました。回覧いたします。 

２．水と衛生月間のリソースが届きました。回覧いた

します。見たい資料がありましたら事務局にお申し

付けください 

♪今週のことば

会員数 38人 9人 28,000円

出席対象 37人 累　計 401,000円

出席者数 23人 目標額 60万円

出 席 率 100.0% 達成率 66.8%

前回修正 100.0%

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ

一年ごとに年を取ります。が、いつまでも20代の気持ちでがんばります。　　北原厚子
昨日八十一才になってしまいました。馬には悪いですが、馬齢を重ねています。
林洋三
久しぶりに出席しました。元気です。　　大澤邦彦
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委員会報告 

【国際奉仕員会】 

ロータリー財団・米山奨学会の個人別寄付ありがとう

ございました。引き続きお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今月の結婚祝いは林洋三会員と北原厚子会員でした。ニコボックスコ
メントをお読みください 

第1681回例会 

健康卓話「新型コロナの今」 

会員卓話 小笠原仁会員 

中国武漢で新型コロナウイルスの感染が始まった

のは２０１９年１２月の年末。それからはや１年と数か

月がたちますが、現代の人類の科学技術をもってし

てもその猛威は衰えることを知りません。 

希望の星である欧米を中心に始まったワクチンも

ようやく日本でも始まり、これによる鎮静化に期待す

る人は大変多いと思われます。 

しかし、最も接種率の高いイスラエルでも全国民の

４割程度、アメリカで１割、日本に至ってはまだ０．

１％に満たない状況です。現在アメリカでは１日あた

り２０万人くらい接種が進んでいるといわれています

が、もし日本で接種体制が進んで、１日２０万人接種

したとしても、全国民１億２０００万人の全員が接種す

るのには２年近くかかる計算になります。終息させる

ための集団免疫を得るためには少なくとも７割近くの

接種が必要と言われていますが、それを考えても今

年いっぱいはかかる気の遠くなる話です。 

ワクチンがコロナに打ち勝つための切り札であるこ

とは確かですが、ウイルスはこれからも変異を繰り返

し、多少の増減を繰り返しながらいずれは数年後に

は普通の風邪となっていくものです。どちらにせよ、

まだまだコロナとの戦いは続きます。普通の生活に

戻すことはできませんが、今までの感染対策を継続

すればなんとかパンデミックを起こさない状態を維

持できることがわかりました。 

今の感染対策を維持しながらそろそろ様々な経済

活動をもとに戻す方向に舵を切る時期に来ているの

だと思われます。       （職業奉仕担当例会） 

 

 


